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1.緒言 
火力発電プロセスや化石燃料からの水素製造プロ

セスにおいては，地球温暖化ガス（CO2）の低減・除

去プロセスの付加が今後の大きな課題となる。本研究

では CaO に代わる CO2 吸着剤として，高温下かつ水

蒸気存在下でも反応性が高く，再生特性も安定してい

るチタン酸バリウム Ba2TiO4（以下 B2T という）の流

動層における CO2 吸収特性，および水蒸気改質特性

とを調べた。ここでは CO2吸収特性について述べる。 
2.実験装置および実験方法 

実験装置（Fig.1）は，温度制御可能な電気炉内に

設置された石英反応管を主として，N2 および CO2 ガ

ス流量計，ガス予熱ライン，差圧計，電気炉，サイ

クロン，CO2/CO 赤外式連続分析計で構成されている。 
石英反応管の内径は 42 mm，加熱帯は 300 mm，塔

頂部までの全高は 870 mm である。固定層，流動層，

粉粒流動層におけるB2Tの CaO吸収率の変化を調べ，

CaO の特性と比較した。粉粒流動層の実験では，ケ

イ砂（平均粒径 300 µm）を媒体粒子として B2T ある

いは CaO 微粒子を添加した。静止層高と U/Umf 一定

のもと，層温度を変化させた。 
水蒸気改質実験では，Fig.1 中 CO2 ガスを CH4 に変

え，またN2ガスをバブリングさせ水蒸気を供給した。 

 

Fig.1 Outline of experimental apparatus 

3.実験結果 

3.1. B2T 流動層での CO2吸収の基本特性 

層温度を 400°C−600°C まで段階的に上昇させなが

ら CO2 濃度変化を追跡した。媒体粒子のない本実験

条件では，600°C付近でB2T粒子同士が凝集し始め，

流動化が困難となった。 
 

 
Fig.2 Absorption rate of CO2 concentration by B2T particles 

3. 2.B2T と CaO の CO2吸収特性の比較 

Fig.3 は，B2T(平均粒径 0.5 µm)と CaO(平均粒径 15 
µm)の粉粒流動層，固定層それぞれの CO2 吸収率を比

較した図である。層温度が高いほど B2T 粉粒流動層

の CO2 吸収率が優勢となり，CaO よりも高い吸収率

が得られた。 

 

Fig.3  Comparison of CO2 absorption 

4.結言 
ガスと B2T 粒子の接触時間を長くとれる粉粒流動

層は，B2T の CO2 吸収能を大いに活用できる可能性

がある。 
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